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本市では、平成26（2014）年に「栃木市人権施策推進プラン」を、平成31

（2019）年に第2期計画、令和6（2024）年に第3期計画を策定し、市民一人ひ

とりがお互いを認め合い、夢をかなえることのできる人権尊重の社会実現のた

め、意識啓発に関する各種施策の推進に取り組んでいます。 

 本書は、「栃木市人権施策推進プラン第3期計画」に基づき取り組んできた 

令和6（2024）年度人権施策事業の実施状況について報告するものです。 

これにより、本市における人権施策の推進状況を捉え、事業の成果を分析する

ことにより、課題を見つけ、次年度以降の人権施策の在り方を検討し必要に応じ

た見直しを行っていきます。 
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  盲導犬体験学習（中学生）       人権啓発人形劇（園児） 
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計画の基本理念 

人権とは、誰もが生まれながらにして持っている「人間らしく、自分らしく

生きる」ための権利です。自分も自分以外の人も、すべての人が幸せに暮らし

ていくためには、自分の権利と同じように、他の人の権利を認めて、尊重し合

うことが大切です。 

 栃木市では、次の基本理念と３つの目指す姿を掲げて、すべての人の人権が

尊重され、誰もが自分らしく生きることができる社会の実現を目指します。 

 

 

〈基本理念〉 
 

 

 

〈目指す姿〉 

市民一人ひとりがお互いを認め合い、 

個性と能力を十分に発揮することができる栃木市 

 

人と人が支え合い、心豊かに暮らすことが 

できる栃木市 

 

多様性が尊重され、だれもが自分らしく 

生きることができる栃木市 
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施策の体系 

基本理念の実現のため、人権に対する分野別施策を推進していきます。 

 

 

 

分  野 施策の方向 

1.男女の人権 ①人権尊重とジェンダー平等の教育・啓発の推進 

②女性活躍と多様な生き方への支援 

③性と生（命）の尊重 

2.子どもの人権 ①子どもの人権を尊重する教育・啓発の推進 

②いじめや不登校等の問題に対する取組 

③児童虐待防止対策の充実 

④健やかな成長への取組 

3.高齢者の人権 ①高齢者の人権を尊重する教育・啓発の推進 

  ②高齢者の尊厳の確保 

  ③高齢者の自立支援と生きがいづくりの推進 

4.障がいのある人の人権 ①障がい特性及び障がい者に対する理解の促進 

  ②障がい者の人権の尊重と権利擁護の推進 

  ③就労支援と社会参加の促進 

5.部落差別（同和問題） ①偏見や忌避意識の解消のための教育・啓発の推進 

  ②相談・支援体制の充実 

6.外国人の人権 ①多文化共生意識を育む教育・啓発の推進 

  ②外国人への支援 

7.インターネットによる 

人権問題 

①インターネットの適正な利用に関する教育・ 

啓発の推進 

8.多様な性にかかわる人権 ①人権意識の推進と支援 

9.働く人の人権 ①職場における人権意識の推進と支援 

10.災害に伴う人権問題 ①人権尊重の視点に立った災害対応の推進 

11.感染症にかかわる人権問題 ①正しい理解と人権意識啓発の推進 

12.犯罪被害者とその家族の人権 ①人権意識啓発の推進と支援 

13.刑を終えて出所した人の人権 ①人権意識啓発の推進と支援 

14.ホームレス等生活困窮者に 

かかわる人権 
①人権意識啓発の推進と支援 

15.アイヌの人々の人権 ①人権意識啓発の推進 

16.北朝鮮による拉致問題 ①人権意識啓発の推進 
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本計画では、各分野の成果・活動指標(全 34 指標)を設けて、令和 9 年度の目

標値の達成に向けた実施状況を計測しています。 

第３期計画の初年度の進捗状況について、評価の結果は以下のとおりです。 

 

区 分 説 明 指標数 

A 群  令和 6 年度までに目標を達成 １７指標  

（A＋ 令和 6 年度の数値が目標値を上回っている ７指標） 

（A－ 令和 4・5 年度で達成し、令和 6 年度は目標値を下回った ６指標） 

B 群   基準値から上昇し、目標値に近づいている １０指標  

C 群 基準値から上昇していない  ４指標  

その他 現時点で成果が計測できないもの ３指標  

（「男女の人権」の２指標は意識調査が未実施。また「遺族見舞金支給率」

はこれまで対象となる案件がありませんでした。） 

 

分  野 A＋ A A- B C その他 計 

1.男女の人権 1  1 1  2 5 

2.子どもの人権 3  1 2 1  7 

3.高齢者の人権 1   1 1  3 

4.障がいのある人の人権    2   2 

5.部落差別（同和問題）  1     1 

6.外国人の人権 1  2    3 

7.インターネットによる人権問題 1      1 

8.多様な性にかかわる人権   1    1 

9.働く人の人権    2   2 

10.災害に伴う人権問題    2   2 

11.感染症にかかわる人権問題     1  1 

12.犯罪被害者とその家族の人権   1   1 2 

13.刑を終えて出所した人の人権  1     1 

14.ホームレス等生活困窮者にかかわる人権     1  1 

15.アイヌの人々の人権  1     1 

16.北朝鮮による拉致問題  1     1 

合計 
7 4 6 

10 4 3 34 
17 

比率 50.0% 29.4% 11.8% 8.8% 100.0% 

 

目標達成済みの指標と、目標値へ向けて着実に上昇している指標が全体の約

80％を占めており、第３期計画の初年度として概ね順調に推進されていると判

断します。 

今後も、目標達成とさらなる成果の向上を目指し、市役所内の各部署や関係機

関・団体との情報共有・連携を一層強化して、計画を着実に推進してまいります。 



設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

単位（　％　） 16 ― ― ― 20
担当課

人権・男女共同参画課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　その他

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

単位（　％　） 3 ― ― ― 1
担当課

人権・男女共同参画課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　その他

市民アンケート調査で固定的な性
別役割分担意識「男は外で働き、
女は家庭を守るべき」という考え方
に「賛成」又は「どちらかと言えば賛
成」と答えた人の割合

（参考） 推移

社会全体の中で男女が平等だと思う
市民の割合

第２次
栃木市総合計画

誰もが生き生きと暮らし、豊かで活力ある男女共同参画社会の実現のためには、あらゆる
分野で男女共同参画が促進されることが重要です。この指標では、社会全体の中で男
女の地位が平等になっていると思う市民の割合の推移についてみています。 市民アンケート調査結果で社会全

体の中で男女の地位が「平等に
なっている」と回答した人の割合

（参考） 推移

取組実績
(この１年の取り組み) 意識調査は5年に一度の期間で実施しており、次回調査は令和８年

根強く残る固定的な性別役割分担意識の解消のため、引き続き講座等を活用した意
識啓発を行い、男女共同参画社会の実現に取り組みます。

取組実績
(この１年の取り組み) 意識調査は5年に一度の期間で実施しており、次回調査は令和８年

社会全体での男女平等の意識を促進するため、引き続き講座等を活用した意識啓発を
行い、男女共同参画社会の実現に取り組みます。

「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担
意識を肯定する人の割合

第２次
栃木市総合計画

男女共同参画社会の実現に至らない原因の一つとして、固定的な性別役割分担意識
があり、その解消に向けた取組が必要です。この指標では、その意識の解消（賛成する
方の減少）の推移についてみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

単位（　％　） 36.1 36.4 37.8 39.7 40
担当課

人権・男女共同参画課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　人） 82 184 138 345 180
担当課

人権・男女共同参画課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　人） 199 501 776 265 550
担当課

人権・男女共同参画課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A－

取組実績（この１年の
取り組み）

キャリアデザイン講座　① 6月12日（水）　大平中学校　2年生徒 95人
　　　　　　　　　　　　　②6月24日（月）　栃木西中学校　2年生徒 140人
理工系チャレンジ講座　（帝京大学宇都宮キャンパス）
　  8月22日（木）　小学5年生～中学3年生 30人

性別にとらわれず、能力や適性に基づいて自分の望む将来の姿や夢へのアプローチを現
実として考える一助となるよう、今後も内容を充実させ、引き続き実施していきます。

学生を対象とした研修会年間受講者数 第２次
栃木市総合計画

次世代を担う学生たちに対して、男女共同参画を推進し、多様な選択を可能にする学
習機会の提供が必要です。この指標では、中学生を対象としたキャリアデザイン講座や理
工系女子を応援する理工系チャレンジ講座の受講者数の合計をみています。

中学生向けキャリアデザイン講座や
小中高校生向けの理工系チャレン
ジ講座の参加者数

（参考） 推移

年に複数回行われる講座の受講
者数の合計

（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

男女共同参画社会実現に向け行動できる人材を育成するために男女共同参画をテー
マとする講座を７回開催しました。

参加者は、60～70代の女性が多くみられるので、内容を充実させ、若い人や男性にも
参加してもらえるような講座を実施していきます。

取組実績
(この１年の取り組み)

男女共同参画社会の形成に関する施策の推進状況を把握するため、庁内における女
性の委員会等への参画状況の調査を実施するとともに、女性登用推進要綱に基づき、
女性参画の推進に取り組みました。
・委員会等の組織数　88組織
・構成人数　　1,512人 (うち女性数　601人)　　女性登用率　39.7％

女性の割合が目標値を下回る附属機関の担当課にはヒアリングを行い、引き続き女性
委員の登用を促し、目標値の40％を超えるようにしていきます。

とちぎ市男女共生大学年間受講者数 第２次
栃木市総合計画

男女共同参画社会の実現に向け、共に学び考え、それぞれの活動を通して、自分らしく
生き生きと活躍、行動できる力を身につける人材を育成することが重要です。
この指標では、男女共生大学の参加者数の推移をみています。

各種審議会等委員に占める女性の割合 第２次
栃木市総合計画

あらゆる分野における女性の政策・方針決定過程への参画機会を拡大するため、審議
会における女性の登用を促進することが必要です。この指標では、市の審議会等に占め
る女性の割合の推移についてみています。

市の各種審議会等に占める女性
の割合

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　％） 80 79.5 71.5 78.9 85
担当課

学校教育課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　C

いじめの認知件数に対するいじめ
の解消数の割合（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

児童生徒に対する市独自のいじめについてのアンケート調査を1回、各校に対しては、2か
月に1回のいじめ認知件数調査を実施しました。それらの結果をもとに、各校の現状を把
握し、いじめの解消に向けた指導・助言を行いました。

市独自のいじめについてのアンケート調査については、調査結果を各校で積極的に活用
し、いじめの未然防止、早期発見・早期対応に生かす学校が増加しました。
2か月に1回のいじめ認知件数調査を実施する中で、引き続き、各校におけるいじめの実
態を把握し、いじめ事案対応について、指導・助言を行い、いじめを生まない環境づくりや
いじめの解消に努めていきます。

いじめ解消率 第２次
栃木市総合計画

いじめは、子どもの人権に関わる重大なものであり、学校、家庭、地域が協力して、子ども
たちが健やかに育つよう、いじめを生まない環境づくりに努めることが必要です。
この指標については、いじめの認知件数に対するいじめの解消数の割合の推移を見ていま
す。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　人） 2,320 2,328 2,481 3,140 4,000

担当課

生涯学習課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　％） 90.7 97.6 97.6 97.6 100
担当課

生涯学習課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

年度末に、市内全小・中学校から
の活動報告書やアンケートを提出
してもらい、生涯学習課で集計し
たもの

（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

各校のアンケートの結果から、保護者や地域住民による学校支援ボランティア活動の充
実がどの地域でも、充実していることが分かります。年、数回実施している、学校コーディ
ネーターや地域コーディネーター、公民館担当者の合同研修会で、それぞれの資質向上
を図りました。

今後も、継続して学校支援ボランティア活動の充実が図れるよう、研修会等の充実を
図っていきます。また、地域住民による学校支援ボランティアの充実が図れるよう、広報活
動を強化していきます。

取組実績（この１年の
取り組み）

・とちぎ未来アシストネット事業の研修会やボランティア交流会等で、他の地域や他校の
実践の様子を紹介し、各学校の関係者や公民館の担当、地域のボランティア方々と情
報の共有を図りました。
・アシストネット公民館担当者会議や地域教育協議会で、児童・生徒の地域活動の取
組の情報交換や推進するために協議を実施しました。

・コロナ禍から数年経過し、地域の祭りやイベントが再開されるようになってきました。それに
伴い、児童・生徒の地域活動や地域貢献活動の実施回数や参加人数は、増加傾向に
あります。また、とちぎ未来アシストネット事業の重点施策の一つとして、今後も取り組んで
いく方針です。
・地域活動や地域貢献活動に取り組んでいる学校が増えてきました（参加率:69％）
が、参加率80％を目指し推進していきます。

保護者・地域による学校支援活動の充実度 第２次
栃木市総合計画

保護者や地域が学校支援活動に関わることは、互いの違いを認め合い、尊重し合う機会
となり、人権意識を育む土台となります。
この指標では、各校からのアンケート「教育活動が充実した」の集計結果の推移をみてい
ます。

児童・生徒の地域貢献活動・地域ボランティア
活動への年間参加人数

第２次
栃木市総合計画

児童・生徒は、地域の大人がボランティア活動をする姿を間近に見たり、共に汗を流したり
することで、思いやりや社会貢献の心が育ち、地域を大切にしようとする想いを高めていき
ます。
この指標では、児童・生徒の地域貢献活動や地域活動への参加人数の推移をみていま
す。 年度末に、市内全小・中学校から

の活動報告書を提出してもらい、
生涯学習課で集計したもの

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　％） 63.4 77.6 81.8 84.5 75

担当課

生涯学習課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（　人） 37,245 47,177 51,983 54,335 45,000

担当課

子育て総務課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

年度末に、市内全子育て支援セ
ンターに活動報告書を提出しても
らい、子育て総務課で集計したも
の

（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

未就学児（主に概ね3歳未満の乳幼児）とその保護者が相互に交流を行う場として、
子育ての相談や助言､情報提供を行いました。利用者の不安や悩みを傾聴し、相談内
容に応じて対応しました。公立9カ所(うち3ヵ所は児童館と連携)、民間8ヵ所が開設中

利用者数は増加傾向にあるが、地域により利用者数の格差があるため、各施設での事
業の工夫と連携の強化を図ります。

取組実績（この１年の
取り組み）

令和6年度の学校支援ボランティア参加者は延167,619人であり、年々増加傾向にあ
ります。とちぎ未来アシストネット事業の取組により学校・家庭・地域の連携が強化され、
多くの方が学校支援ボランティアとして活動し、児童・生徒と関わる機会を増やすことがで
きました。

学校の授業や教育活動の質的向上を図るためには、保護者の参加人数をさらに増やし
ていくことが必要であると考えます。今後は、保護者の参加者をより促進し、児童・生徒の
安心感や自尊感情の醸成を図っていきます。

地域子育て支援センター年間利用者数 第２次
栃木市総合計画

子育て相談、遊び場の提供、子育て講座の開催、関係機関との連携等を行い、子育て
中の保護者が楽しく子育てでき、不安や悩みを軽減できるよう支援することが重要です。
この指標では、市内全17ヵ所の地域子育て支援センターの年間利用者数の推移をみて
います。

とちぎ未来アシストネット事業による教育効果充
実度

第２次
栃木市総合計画

保護者や地域住民が学校支援活動に積極的に関わることで、周囲の大人に見守られ、
認められるという安心感のもと教育活動の充実が図られ、児童・生徒の自尊感情を育て
ます。
この指標では、各校からのアンケート「学校支援ボランティアを受け入れてどのような効果が
ありましたか」の集計結果の推移をみています。

年度末に、市内全小・中学校から
の活動報告書やアンケートを提出
してもらい、生涯学習課で集計し
たもの

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（件） 6,383 6,385 7,086 6,595 6,900

担当課

こども家庭センター

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A－

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（件） - 200 154 246 210
担当課

こども家庭センター

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

心理相談員、こども支援員が直接
面接相談を新規で受けた件数（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

こども家庭センターこどものすだち応援係として、心理相談員5名、こども支援員3名、保
健師3名を配置。こどもの発達や育児に起因する相談に対して新規の面接を行いまし
た。

こども家庭センターの開設に伴い、こどもサポートセンターは用途廃止になりましたが、こども
のすだち応援係として相談事業は継続しています。相談は複数回に及ぶため、対象者の
状況に合わせて、電話や訪問対応も行っているため、今後は、「心・育ちの相談室」にて
対応件数を計上し、継続した支援を行っていきます。

取組実績（この１年の
取り組み）

家庭相談員4名、養育支援員2名、ヤングケアラー1名を配置。家族関係や児童養護
関係に関する悩みや、家庭内の問題が原因となり不登校となった児童について電話相談
や家庭訪問を行いました。

相談件数は高止まり傾向にあり、内容についても多種多様となっていることから、より専門
的な相談体制を構築していきます。今後においても、多種多様な相談内容に対応するた
めのスキルアップと関係機関との連携を図っていきます。

こどもに関する相談年間新規受付数 第２次
栃木市総合計画

こどもの発達や育児等に関する相談を気軽に行える体制を整え、こどもにあった支援や関
係機関との連携が円滑に行われるように支援することは重要です。この指標では、心理相
談員、こども支援員が直接面接相談を新規で受けた件数の推移をみています。

こども家庭総合支援拠点における年間相談支
援件数

第２次
栃木市総合計画

市における相談支援体制の充実・強化を図るとともに、児童相談所等の関係機関と連
携し、児童虐待の未然防止、及び早期発見、早期対応が重要です。この指標では、家
庭相談員、養育支援員、ヤングケアラーに電話相談や家庭訪問を行った件数の推移を
みています。

家庭相談員、養育支援員、ヤング
ケアラーに電話相談や家庭訪問を
行った件数

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（人） 776 753 727 728 830
担当課

高齢介護課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　C

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（人） 40 77 110 144 300
担当課

地域包括ケア推進課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

認知症高齢者等が行方不明に
なった際に、対象者の安否情報等
をインターネット上で共有し、対象
者の身元確認や家族への引渡し
を円滑に行うためのＳＯＳネット
ワークへ登録し、見守りシールを交
付した人数

（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

新規登録者は県警へ情報提供を行いました。(交番からの見守りシール通報事例 1件)
SOSネットワーク協力事業所を募り、新規に15機関を登録しました。

目標推移に届いていない現状、関係機関を含めた広報活動を行い、登録者数増加を
目指します。今後は、若年層に向けたものや既存の取組以外での普及啓発活動を模索
していきます。

取組実績（この１年の
取り組み）

・窓口に広報パンフレットを設置しました。
・現役時代に培った技術を生かせる場を求める高齢者に、シルバー人材センターの紹介を
しました。

目標値に届いていない現状があるため、今後も窓口に広報パンフレットを設置するなど、
積極的に周知を行い、就業者数の増加に寄与します。

認知症高齢者等SOS ネットワーク登録者数 第２次
栃木市総合計画

行方不明者のうち約２割が認知症高齢者であり、命と安全を守るためにも、行方不明に
なった方を発見した際に、安否情報や身元確認は円滑にできることが望ましいです。この
指標では、認知症高齢者等SOSネットワークに登録した人の推移についてみています。

シルバー人材センター年間実就業者数 第２次
栃木市総合計画

年齢を問わずに、自らの能力を生かせる場を設けることは、生きがいづくりとして重要です。
この指標では、栃木市シルバ人材センターで１年間に就業した実人数についてみていま
す。

１年間に栃木市シルバー人材セン
ターで就業した実人数

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（人） 23,166 28,177 35,412 38,568 30,000

担当課

地域包括ケア推進課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

取組実績（この１年の
取り組み）

地域住民が主体となって取り組むことができる「あったかとちぎ体操」の普及啓発を行うとと
もに、実施希望団体に対して継続して実施できるよう運営協力を行いました。新規立ち
上げは5団体ありました。

今後も引き続きあったかとちぎ体操の普及に努め、地域に密着した住民主体の活動を広
げていきます。

あったかとちぎ体操年間参加者数 第２次
栃木市総合計画

「あったかとちぎ体操」は、誰でも簡単に出来る内容で指導者を必要とせず、住民が主体
となって取り組むことができる運動であり、高齢者が通いやすい身近な場所で実施すること
で、虚弱高齢者等ハイリスクの高齢者も介護予防活動に取り組むことができます。また、
地域住民のコミュニティの活性化を図り、本市の地域包括ケアシステムの構築に資すること
を目的として実施しています。この指標では、あったかとちぎ体操の参加者数の推移をみて
います。 1年間にあったかとちぎ体操に参加

した延べ人数
（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（回） 24 29 34 32 35
担当課

障がい福祉課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（件） 4,790 4,244 3,522 4,810 5,000

担当課

障がい福祉課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

取組実績（この１年の
取り組み）

継続して障がい者の相談支援を行いました。相談されるケースは困難ケースであることが
多いが、ニーズを把握し、必要な情報の提供及び助言に努めました。
障がいに関する相談だけではなく、家族関係や困窮に関する相談もあり、関係機関と連
携し、重層的な支援に努めました。

障がい者の相談支援を通したニーズの的確な把握により、障がいの特性に応じた障がい
福祉サービスの提供を、継続し取り組む必要があります。
また、権利擁護や障がい者の重度化・高齢化・親なき後も地域で安心して暮らせる支援
体制の充実を図る必要があります。

障がい者年間相談件数 第２次
栃木市総合計画

障がい者、その保護者、介護者などからの相談に応じ、必要な情報提供等や権利擁護
のため援助が必要です。この指標では、基本的な相談に応じ、必要な情報の提供及び
助言数をみています。

相談支援専門員・保健師による
福祉相談件数

（参考） 推移

障がい者等社会参加促進事業と
して実施した事業数

（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

栃木市カラオケ大好き交遊会、車椅子ダンス教室、写真教室、写真展示会、料理教室
等、様々な事業を実施しました。（栃木障害者の自立をめざす会に委託）

令和5年度に新型コロナウイルス感染症が5類に移行して以降、事業の実施回数は増加
しています。各事業の参加人数の増加といった課題を念頭に、障がい者の社会参加促進
のため、今後も継続して事業を実施していきます。

障がい者社会参加促進事業年間活動実績数 第２次
栃木市総合計画

障がい者の社会参加を促進し、生きがいのある生活、豊かな人間関係を形成するため、
様々な事業を実施してます。この指標では、その活動実績をみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（回） 2 2 2 2 2
担当課

人権・男女共同参画課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A

本市職員を対象に行ったフィールド
ワーク研修の回数（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

10月22日（岩舟公民館）と10月24日（藤岡公民館）にそれぞれ13人ずつ、若手
職員を対象に講話＋現地をまわるフィールドワーク研修を行いました。

アンケートでは、96％の人から理解が深まったとの回答が得られました。歴史認識の違い
が分かり、実際に現地に出て、現状や成り立ちを知ることができたとの感想が多数寄せら
れました。
今後も当事者の案内により現地で学ぶことで部落差別問題に対する歴史認識や現状を
正しく理解することを目的に継続していきます。

フィールドワーク研修の実施 ―

部落差別問題に対する正しい歴史認識や現状などを当事者から学び、人権意識の高
揚を図ることは大切です。
この指標は、特定職業従事者である本市職員を対象に行ったフィールドワーク研修の回
数をみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R5年度末 R6年度末

単位（％） ― ― 85 65 80
担当課

学校教育課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A－

取組実績（この１年の
取り組み）

・グローバル教育プログラム研究指定校３校（栃木中央小、栃木第五小、栃木西中）
において、プログラムの作成、授業実践及び公開研究発表を行いました。教科等で学ん
だことをもとにSDGsの視点で考えを伝え合う活動を充実することによって、多面的・多角
的な視点から物事を捉え、客観的に判断する力の育成を図りました。
・市内全小中学校に対し、グローバル教育プログラムについての説明を行いました。

・令和７年度より、市内全小中学校で「グローバル教育プログラム」を実施します。
・令和９年度末には、各校において独自のプログラムの完成を目指します。
・各校の取組に対して適切な指導助言を行うとともに、優れた実践を共有するためのシス
テムの構築を図っていきます。

グローバル教育プログラムによる学習目標達成
度

第２次
栃木市総合計画

グローバル化が進展し、異なる文化が交わるこれからの社会に向けて、子どもたちが自分の
考えをもとに議論する体験を通して、多面的・多角的な視点から物事をとらえ、客観的に
判断することのできる思考力・判断力を育成することが求められています。
この指標は、グローバル教育プログラムの学習を通して目指している「正しい情報をもとに、
多面的・多角的な視点から物事をとらえ、客観的に判断することができる思考力・判断
力の育成」の達成状況をみています。

グローバル教育プログラムの学習目
標に関連した、児童生徒へのアン
ケートにおける肯定的な回答の割
合（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（人） 256 337 413 566 400
担当課

総合政策課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（件） 2,459 3,036 2,278 1,942 2,800

担当課

総合政策課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A－

取組実績（この１年の
取り組み）

外国人住民が安全安心に暮らすための支援を行うため、専用相談窓口を開設し、英
語、スペイン語による直接相談のほか、翻訳機を利用し、多言語の相談を行いました。

R4年まではコロナ禍での社会福祉協議会からの生活福祉資金や給付金に関する相談
が多く、相談件数が増加しましたが、コロナ禍が収束した後は、相談件数は落ち着きつつ
あるものの、本市の外国人住民数は年々増加していることから、困っている外国人住民が
気軽に相談できるように、引き続き相談窓口の充実を図っていきます。

国際交流協会への年間相談件数 第２次
栃木市総合計画

外国人住民が本市で「生活者」として暮らせるように、外国人住民向けの相談窓口の充
実を図るなど、必要な支援に取り組むことが必要です。
この指標では栃木市国際交流協会への年間相談件数の推移をみています。

栃木市国際交流協会への年間相
談件数

（参考） 推移

栃木市国際交流協会が企画・実
施する交流イベントへの年間参加
者数

（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

日本語スピーチコンテストやいちご狩り、ぶどう狩り＆バーべキュー、さつまいも堀り体験な
ど、外国人住民の交流イベントを企画・実施し、様々な国籍の住民に参加いただきまし
た。

コロナ禍以降、交流イベントへの参加者数は年々増加しており、本市の外国人住民の数
も増加しているなか、今後もより多くの外国人住民に参加してもらい、住民同士交流を図
ることで、相互理解や地域社会への参加を促します。

交流イベント年間参加者数 第２次
栃木市総合計画

外国人住民の交流を図るために、交流イベントを実施し、参加を促進することが必要で
す。
この指標では交流イベントの年間参加者数の推移をみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（回） ― ― 14 6 4
担当課

市民生活課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A＋

高齢者を対象としたネット安全教
室の実施回数（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

インターネットによる最新の消費者トラブルの事例や悪質商法の対処法等について、DVD
や啓発リーフレット等を活用した講座を実施し、意識向上及び被害の未然防止に向け取
り組みました。

インターネットによる消費者トラブルは年々増加傾向にあり、被害を防ぐための啓発講座が
必要であるが、講師の担い手である消費生活センター相談員数は令和5年度から減少し
ており、日々の相談業務対応で手一杯の状況です。

高齢者を対象としたネット安全教室の実施回
数

消費生活基本計画

ネットをはじめとした消費者トラブルは、財産だけでなく、後悔や人間不信、家族関係の悪
化など精神的ダメージも受け、被害者だけでなく周囲にも大きな影響を与えることになりま
す。
この指標では、トラブルに巻き込まれやすい高齢者の財産・生命を守るためネット安全教
室の実施回数についてみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（回） 0 1 0 0 1
担当課

学校教育課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A－

取組実績（この１年の
取り組み）

子どもの人権に関する人権啓発資料を作成・配付しました。児童生徒や保護者、教職
員に対して、子どもの人権についても大人と同じように尊重され守られるべきものであり、差
別的な扱いを受けないようにするべきであるという理解の促進を図りました。

人権教育に関する研修を、年２回テーマを変えながら実施しております。今後、その中で
多様な性を理解するための研修について実施を検討していきます。

多様な性を理解するための教職員向け研修会
の開催

―

教職員が多様な性のあり方に対する理解を深めるとともに、性的マイノリティの児童生徒
への支援体制を整えることが大切です。
この指標は、教職員向け研修会の実施回数の推移についてみています。

教育委員会事務局主催の、多様
な性を理解するための教職員向け
研修の実施回数

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（％） 45.1 46.2 53.7 57.9 100
担当課

教育総務課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（回） 4 9 14 17 34
担当課

商工振興課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

取組実績（この１年の
取り組み）

栃木市働き方改革講演会（対象:事業主や勤労者等）
　　　 12月9日開催　参加者20人
中学生向けキャリアデザイン講座
　　　　6月12日　大平中学校　    2年生徒  95人
　　　　6月24日　栃木西中学校　 2年生徒 140人

今後も、ワーク・ライフ・バランスを推進するための講演会を開催するとともに、国、県等の
情報を受けた際には、案内チラシ等を窓口に設置したり、市ホームページにおいて情報提
供を図ります。

ワーク・ライフ・バランス関連講座回数 第２次
栃木市総合計画

誰もが多様な働き方や暮らし方を選択できる社会を目指すため、ワーク・ライフ・バランスを
進めるための講座の開催や情報提供が必要です。
この指標では、ワーク・ライフ・バランスに関連する講座の累計開催回数をみています。

令和3年度～令和9年度に実施
したワーク・ライフ・バランスに関連す
る講座の累計回数

（参考） 推移

年間の月別時間外勤務時間の平
均が45時間以内の教職員の割合（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

・学校マネジメントの改善          ・事務業務の効率化
・教職員の意識改革               ・教職員の健康維持・管理
・学校への人的配置              　・とちぎ未来アシストネット、コミュニティ・スクールの活用
・部活動指導の負担軽減

・時間外勤務時間が「月45時間以内」の教職員の割合は年々増加しています。
・「月80時間」を超えている教職員の割合も減少傾向ですが、依然として一定数存在し
ます。
・教員の時間外在校等時間を1か月で 45時間以内、1年間で360時間以内とします。
(目標達成期間:令和5年度～令和9年度)

時間外勤務時間1か月４５時間以内の教職
員の割合

第２次
栃木市総合計画

学校現場における業務の適正化を図ることで、先生本来の姿である「子供と向き合う時
間」を確保するとともに、健康維持・管理を促すことができます。
この指標では、年間の月別時間外勤務時間の平均が45時間以内の教職員の割合の
推移をみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（組織） 65 65 68 69 115
担当課

危機管理課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末

単位（件） 99 104 110 114 120
担当課

危機管理課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　B

取組実績（この１年の
取り組み）

令和6年度締結数:4件
新たに協定を締結するごとにその内容について市HPにて周知を行った。

今後も引き続き民間企業や関係機関との連携を強化していくとともに、すでに締結済み
の協定においても、大規模災害が発生した場合における実効性の確保のために見直しと
点検を行っていきます。

防災協定締結数 第２次
栃木市総合計画

地震、風水害等による大規模災害が発生した場合に、市民の安心、安全を円滑に確
保するためにより多くの民間企業や関係機関との連携が必要です。
この指標では、民間企業や関係機関と締結した災害時応援協定数についてみていま
す。

民間企業や関係機関と締結した
災害時応援協定数

（参考） 推移

自主防災組織の組織数（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

自主防災組織に対して必要な資機材など購入のための補助金を給付したほか、防災専
門家を派遣した自主防災組織設立・地区防災計画策定の支援事業や、出前講座によ
る啓発を行いました。

今後も自主防災組織の設立や活動の支援を行うとともに、地域防災計画の策定支援
や防災リーダーの育成、出前講座などによる周知啓発により、団体数の増加を図っていき
ます。

自主防災組織の組織数 第２次
栃木市総合計画

災害による人的被害や経済被害の軽減を図るため、地域住民がお互いに助け合う「互
助」・「共助」の推進を図ることが重要です。
この指標では、自主防災組織の組織数をみています。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

単位（記載） 記載なし 記載なし 記載なし 記載なし 記載あり

担当課

健康増進課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　C

改定する新型インフルエンザ等対
策行動計画に人権に配慮した施
策を記載する。（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

令和6年7月に改定された新型インフルエンザ等対策政府行動計画及び令和7年3月に
改定された栃木県新型インフルエンザ等対策行動計画の内容を確認する等、栃木市新
型インフルエンザ等対策行動計画改定に向けた準備を行いました。

令和7年度中に、改定された政府行動計画及び県行動計画と整合性を図り、本市にお
ける新型インフルエンザ等対策を強化するとともに、人権に配慮した施策を盛り込んだ栃
木市新型インフルエンザ等対策行動計画の改定を行います。

人権施策を記載した新型インフルエンザ等行動
計画の策定

―

新型インフルエンザ等感染症が発生した場合に、感染者や医療従事者の人権を守りな
がら感染症対策を実施するためには、新型インフルエンザ等感染症が発生した場合に本
市が実施する対策等を示した新型インフルエンザ等対策行動計画に人権への配慮を記
載することが必要です。
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

単位（％） ― ― ― ― 100
担当課

交通防犯課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　その他

取組実績（この１年の
取り組み）

令和6年度は、遺族見舞金の支給案件はありませんでした。
栃木市ホームページにおいて、栃木市犯罪被害者等支援条例の制定についての記事及
び、同条例、同条例施行規則を掲載するとともに、遺族見舞金の支給に関する案内、ダ
ウンロード可能な広報チラシ及び見舞金申請用紙を継続的に掲載するなどし、本制度の
周知を図りました。

本制度をより広く周知し、犯罪被害者等に対する支援の充実を図るべく、令和7年度
は、栃木県が主催し、（公社）被害者支援センターとちぎが実施している「犯罪被害者
等支援巡回パネル事業」の開催を希望した結果、令和７年9月1日（月）から同月5
日（金）までの間、当庁１階市民スペースにおけるパネル展示の開催及び、職員と一
般市民を対象とした犯罪被害者支援講演会（パネル展示期間中1回）の開催を予定
しています。
今後も、あらゆる機会を捉えて本制度の周知を行います。

遺族見舞金支給率 ―

犯罪被害者等（犯罪等により被害を受けた者及びその家族又は遺族）が一日も早く
平穏な暮らしを取り戻すことができるよう、栃木市では、犯罪被害者等基本法に基づいて
栃木市犯罪被害者等支援条例を定め、犯罪行為により死亡した者の遺族に対して30
万円の遺族見舞金を支給しています。
この指標では、遺族見舞金の支給率についてみています。

犯罪行為により死亡した者の遺族
に対し、栃木市犯罪被害者等支
援条例に基づいて市が支給する見
舞金の支給率

（参考） 推移
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設定指標 出典 指標の説明

目標設定の趣旨

基準値 目標値

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R9

基準日 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

単位（％） ― 100 100 ― 100
担当課

交通防犯課

推進状況・課題・方向性
等 達成状況　　　A－

犯罪行為により重傷病を負った者
に対し、栃木市犯罪被害者等支
援条例に基づいて市が支給する見
舞金の支給率（参考） 推移

取組実績（この１年の
取り組み）

令和6年度は、重傷病見舞金の支給案件はありませんでした。
栃木市ホームページにおいて、栃木市犯罪被害者等支援条例の制定についての記事及
び、同条例、同条例施行規則を掲載するとともに、重傷病見舞金の支給に関する案
内、ダウンロード可能な広報チラシ及び見舞金申請用紙を継続的に掲載するなどし、本
制度の周知を図りました。

本制度をより広く周知し、犯罪被害者等に対する支援の充実を図るべく、令和７年度
は、栃木県が主催し、（公社）被害者支援センターとちぎが実施している「犯罪被害者
等支援巡回パネル事業」の開催を希望した結果、令和7年9月1日(月)から同月5日
(金)までの間、当庁1階市民スペースにおけるパネル展示の開催及び、職員と一般市民
を対象とした犯罪被害者支援講演会（パネル展示期間中１回）の開催を予定してい
ます。
今後も、あらゆる機会を捉えて本制度の周知を行います。

重傷病見舞金支給率 ―

犯罪被害者等（犯罪等により被害を受けた者及びその家族又は遺族）が一日も早く
平穏な暮らしを取り戻すことができるよう、栃木市では、犯罪被害者等基本法に基づいて
栃木市犯罪被害者等支援条例を定め、犯罪行為により重傷病（当該負傷又は疾病
の療養の期間が１月以上）を負った者に対して１０万円の重傷病見舞金を支給して
います。
この指標では、重傷病見舞金の支給率についてみています。
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